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株
式
会
社
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
産
業
廃
棄
物
処
分
場
問
題
及
び
産
廃
特
措
法
に
関
す
る
質
問
主

意
書

株
式
会
社
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
滋
賀
県
栗
東
市
上
砥
山
二
百
九
十
二
番
地
の
一
）
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
（
以
下
「
ア
ー
ル
・
デ
ィ
処
分
場
」
と
い
う
。
）
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
、
滋
賀
県
栗
東
市
小
野
に
安
定
型
処
分
場
と
し

て
滋
賀
県
よ
り
許
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
、
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
て
事
業
を
開
始
し
た
。
平
成
三
年
頃
か
ら
許
可
区
域
外
の
掘

削
・
埋
立
て
や
、
ば
い
煙
・
ば
い
塵
に
対
す
る
苦
情
が
頻
発
し
た
ほ
か
、
平
成
十
年
に
許
可
区
域
を
越
え
る
産
業
廃
棄
物
の
処

分
が
発
覚
し
、
平
成
十
一
年
に
は
高
濃
度
の
硫
化
水
素
ガ
ス
が
検
出
さ
れ
、
地
下
水
調
査
に
お
い
て
も
鉛
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

が
基
準
を
超
え
て
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
周
辺
環
境
へ
の
汚
染
問
題
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
十
七
年
及
び
十
九
年

に
は
同
処
分
場
西
側
等
の
掘
削
調
査
に
よ
り
、
大
量
の
ド
ラ
ム
缶
、
一
斗
缶
及
び
木
く
ず
が
見
つ
か
る
な
ど
同
処
分
場
の
不
適

正
処
理
が
発
覚
し
た
。

こ
の
た
め
、
滋
賀
県
は
、
株
式
会
社
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
対
し
二
度
に
わ
た
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
廃
棄
物
処
理
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
善
命
令
を
行
い
、
是
正
工
事
を
行
わ
せ
る
な
ど
の
措
置
を

講
じ
、
平
成
十
八
年
に
は
、
ド
ラ
ム
缶
、
一
斗
缶
及
び
木
く
ず
の
撤
去
を
内
容
と
す
る
同
法
に
よ
る
措
置
命
令
を
発
動
し
た

一



が
、
同
社
は
平
成
十
八
年
六
月
に
自
己
破
産
し
た
。

滋
賀
県
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
連
の
県
の
対
応
及
び
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
検
証
を
重
ね
報
告
書
を
ま
と
め
た
ほ

か
、
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
除
去
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
十
二
月
に
「
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し

て
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
本
年
四
月
に
「
特
定
産
業
廃
棄
物
に
起
因
す
る
支
障
の
除
去
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下

「
産
廃
特
措
法
」
と
い
う
。
）
」
及
び
廃
棄
物
処
理
法
の
定
め
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
対
策
工
の
計
画
的
で
円
滑
な
実
施
に

つ
な
が
る
旨
を
明
記
し
た
基
本
方
針
を
含
む
報
告
書
を
提
出
し
た
。
今
後
、
同
県
は
、
こ
の
報
告
書
に
基
づ
き
対
策
工
事
を
進

め
る
予
定
で
あ
る
。

一
方
で
、
産
廃
特
措
法
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
時
限
立
法
で
あ
り
、
ア
ー
ル
・
デ
ィ
処
分
場
問
題
に
つ

い
て
、
同
県
が
同
法
に
よ
る
財
政
的
支
援
期
限
ま
で
に
、
ア
ー
ル
・
デ
ィ
処
分
場
か
ら
の
支
障
の
除
去
等
の
対
策
工
事
（
以
下

「
対
策
工
事
」
と
い
う
。
）
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
産
廃
特
措
法
は
平
成
十
年
六
月
以
前
に
不
適
正
処
分
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
に
よ
る
支
障
の
除
去
費
用
等
の
支
援

制
度
を
創
設
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
立
法
目
的
を
現
在
ま
で
十
分
に
果
た
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
、

そ
の
役
割
を
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
終
え
さ
せ
る
こ
と
が
妥
当
な
の
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

二



今
後
、
本
件
以
外
の
事
案
に
お
い
て
も
、
平
成
十
年
六
月
以
前
に
不
適
正
処
分
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
に
よ
る
支
障
の
除
去
が

必
要
と
な
り
、
産
廃
特
措
法
に
よ
る
財
政
的
支
援
が
求
め
ら
れ
る
事
案
が
発
生
す
る
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

も
、
同
法
の
施
行
状
況
及
び
問
題
点
に
つ
い
て
、
こ
の
際
十
分
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ア
ー
ル
・
デ
ィ
処
分
場
問
題
に
つ
い
て
は
、
許
可
容
量
を
超
え
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
産
業
廃
棄
物
が
今
な
お
同
処
分
場
周
辺

住
民
の
生
活
環
境
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
周
辺
住
民
は
、
そ
れ
ら
の
及
ぼ
す
健
康
被
害
の

お
そ
れ
に
強
い
不
安
を
抱
き
な
が
ら
日
々
生
活
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
続
け
て
い
る
。

今
後
施
工
さ
れ
る
予
定
の
対
策
工
事
に
つ
い
て
も
、
産
廃
特
措
法
の
期
限
切
れ
に
一
切
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
刻
も
早

く
支
障
の
適
正
な
除
去
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
周
辺
住
民
す
べ
て
が
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ア
ー
ル
・
デ
ィ
処
分
場
問
題
に
つ
い
て
、
周
辺
住
民
の
健
康
問
題
、
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
適
正
な
管
理
と
安
全

確
保
の
観
点
か
ら
、
政
府
は
、
そ
の
実
態
の
把
握
と
地
元
自
治
体
等
へ
の
支
援
に
全
力
で
当
た
る
と
と
も
に
、
産
廃
特
措
法
の

施
行
状
況
を
検
証
し
、
そ
の
問
題
点
を
十
分
に
把
握
し
て
、
期
限
延
長
を
含
め
た
同
法
の
見
直
し
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

以
下
質
問
す
る
。

三



一

ア
ー
ル
・
デ
ィ
処
分
場
問
題
に
つ
い
て

�

ア
ー
ル
・
デ
ィ
処
分
場
問
題
は
発
生
か
ら
八
年
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
な
お
環
境
汚
染
の
お
そ
れ
が
認
め
ら

れ
る
。
そ
の
間
の
滋
賀
県
の
と
っ
た
対
応
に
つ
い
て
は
認
識
の
甘
さ
や
体
制
不
備
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
が
、
本
件
に
つ

い
て
県
に
対
し
指
導
及
び
助
言
等
を
す
る
立
場
に
あ
る
政
府
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。
ま
た
こ
の
間
の
政

府
に
よ
る
対
応
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

�

対
策
工
事
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
安
全
か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
「
安
定
型
最
終
処
分
場
廃

止
基
準
を
満
足
す
る
状
態
」
及
び
「
将
来
に
お
い
て
も
支
障
を
生
じ
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
状
態
」
の
レ
ベ
ル
で
完
成

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
対
策
工
事
に
よ
る
周
辺
地
域
へ
の
悪
臭
被
害
や
有
害
物
質
の
飛
散
等
、
住
民
へ

の
二
次
的
被
害
の
発
生
が
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
政
府
と
し
て
、
対
策
工
事
の
適
正
な
実
施
の
確
保
の

た
め
、
同
県
に
対
し
て
周
辺
住
民
へ
の
二
次
的
被
害
発
生
の
防
止
に
努
め
る
た
め
の
指
導
及
び
助
言
等
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

�

対
策
工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
も
、
産
廃
特
措
法
に
基
づ
く
特
定
支
障
除
去
等
事
業
に
お
け
る
実

施
計
画
書
に
対
し
環
境
大
臣
の
迅
速
な
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

四



�

同
県
の
「
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題
対
策
委
員
会
」
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
及
び
所

見
を
持
っ
て
い
る
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

同
県
の
「
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題
対
策
委
員
会
」
報
告
書
に
は
、
支
障
の
除
去
等
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
対
策
工
事
に

つ
い
て
計
画
的
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
産
廃
特
措
法
及
び
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
財
政
的
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
及
び
対
応
方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

ア
ー
ル
・
デ
ィ
処
分
場
問
題
は
、
周
辺
住
民
の
合
意
と
納
得
を
得
た
う
え
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
政
府
は
こ
の
問
題
が
産
廃
特
措
法
の
適
用
期
限
内
に
解
決
で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
も
し
そ
の

期
限
内
に
解
決
で
き
る
も
の
と
は
認
識
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
、
政
府
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
方
針
な
の
か
、
具
体
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

�

産
廃
特
措
法
の
適
用
期
限
が
措
置
命
令
及
び
代
執
行
の
内
容
の
選
択
肢
を
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
憲
法
第
二
十
五
条

に
規
定
さ
れ
て
い
る
生
存
権
及
び
廃
棄
物
処
理
関
係
法
令
の
趣
旨
に
も
反
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が

か
。

�

ア
ー
ル
・
デ
ィ
処
分
場
問
題
の
現
在
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
産
廃
特
措
法
に
基
づ
き
解
決
を
図
ろ
う

五



と
す
る
場
合
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
の
産
廃
特
措
法
の
期
限
の
到
来
を
前
に
、
支
障
の
除
去
に
係
る
選
択
肢
が

限
定
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
の
認
識
と
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

産
廃
特
措
法
に
つ
い
て

�

同
法
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
、
実
施
件
数
、
除
去
量
、
総
事
業
額
に
つ
い
て
、
年
度
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

総
事
業
額
の
う
ち
、
実
際
に
自
治
体
が
負
担
し
た
額
、
国
の
負
担
額
、
そ
の
他
の
者
が
負
担
し
た
額
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ

の
負
担
割
合
を
案
件
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

同
法
の
適
用
対
象
を
平
成
十
年
六
月
以
前
に
限
定
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

平
成
十
年
六
月
以
前
と
そ
れ
以
後
で
国
や
産
業
界
の
支
援
に
格
差
が
生
ず
る
が
、
産
廃
問
題
は
年
月
に
関
係
な
く
発
生

し
て
お
り
、
適
用
対
象
を
特
定
の
時
期
で
区
切
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

�

同
法
を
十
年
間
の
時
限
立
法
と
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

同
法
に
基
づ
く
対
策
に
よ
り
、
政
府
は
平
成
十
年
六
月
以
前
の
事
案
に
つ
い
て
、
法
制
定
時
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の

件
数
を
処
理
す
る
も
の
と
想
定
し
て
い
た
の
か
。

六



�

同
法
の
失
効
後
も
、
平
成
十
年
六
月
以
前
の
事
案
に
係
る
処
理
に
つ
い
て
、
政
府
は
支
援
を
行
う
意
思
は
あ
る
の
か
。

も
し
そ
の
意
思
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
る
か
、
そ
の
具
体
的
な
支
援
内
容
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

�

同
法
の
十
年
間
の
期
限
を
延
長
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


